
平成１７年大洲市議会第４回定例会会議録 第５号 

 

 

平成17年６月29日（水曜日） 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

出席議員 

    １番  梅 木  良 照 

    ２番  清 水  美 孝 

    ３番  岩 田  忠 義 

    ４番  藤 川    貢 

    ５番  鎌 田  圭 二 

    ６番  二 宮    淳 

    ７番  中 野  寛 之 

    ８番  有 友  正 本 

    ９番  桝 田  和 美 

   １０番  村 上  常 雄 

   １１番  古 野  青 弘 

   １２番  上 川  勝 利 

   １３番  二 宮  秀 一 

   １４番  山 口  吉 浩 

   １５番  東    敦 弘 

   １６番  宮 本  増 憲 

   １７番  水 本    保 

   １８番  下 岡  節 久 

   １９番  押 田  憲 一 

   ２０番  後 藤  武 薫 

   ２１番  山 本  雅 久 

   ２２番  田 中  五 月 

   ２３番  山 崎    逞 

   ２４番  福 山    保 

   ２５番  叶 岡  廣 志 

   ２６番  上 満    武 

   ２７番  向 井  敏 憲 

   ２８番  宮 本  喜一郎 

   ２９番  中 野  忠 重 

   ３１番  長 岡  吉 男 

   ３２番  森 川  重 生 

   ３３番  森    繁 夫 

   ３４番  松 本  金次郎 

   ３５番  菊 地  宣 之 

   ３６番  垣 見  芳 彦 

   ３７番  吉 岡    猛 

   ３８番  清 水  久二博 

   ３９番  田 淵  保 男 

   ４０番  山 下  勝 利 

   ４１番  本 山  清 明 

   ４２番  沖 浦  賢 嗣 

   ４３番  渡 邊  弘 務 

   ４４番  神 井  惠一郎 

   ４５番  矢 間  一 義 

   ４６番  東    信 利 

   ４７番  久 保  幸 信 

   ４８番   岡  昇 平 

   ４９番  小 泉  紘 文 

   ５０番  大 野  新 策 

   ５１番  梅 木  加津子 

   ５２番  岡    孝 志 

   ５３番  渡 邉  久 義 

   ５４番  田 中  堅太郎 

   ５６番  中 野  茂 明 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

欠席議員 

   ３０番  窪 田  亀 一 

   ５５番  日 高  照 友 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

出席理事者 

  市     長  大 森  隆 雄 

  助     役  首 藤    馨 

  収  入  役  田 上  隼 藏 

 総 務 部 

  部     長  小 泉  勝 明 

  副部長兼危機管理室長  白 石  隆 壽 

  副部長兼総務課長  佐 伯  幸 一 

  人事秘書課長  神 元    崇 

  総務課長補佐  篠 原  雅 人 

－115－ 



  総務課行政係長  徃 田  秀 樹 

 企画財政部 

  部     長  小 島  健 市 

  財 政 課 長  松 田    眞 

  財政課長補佐  松 本  一 繁 

 市民福祉部 

  部     長  上 村  孝 廣 

  副部長兼保険環境課長  山 田  一 昭 

 建設農林部 

  部     長  三 保  禮 三 

  副部長兼建設第１課長  城 戸  良 一 

  副部長兼農林水産課長  松 岡  良 明 

  副部長兼水道課長  口 井  睦 雄 

 長 浜 支 所 

  支  所  長  上 川  慶 信 

 肱 川 支 所 

  支  所  長  櫻 田  和 明 

 河 辺 支 所 

  支  所  長  河 本    治 

 農業委員会 

  事 務 局 長  蔵 田  伸 一 

 教育委員会 

  委  員  長  岩 田  德 幸 

  教  育  長  叶 本    正 

  教 育 部 長  尾 崎  公 男 

 公 営 企 業 

  病  院  長  谷 口  嘉 康 

 監   査 

  委     員  藤 川  卓 見 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

出席事務局職員 

  事 務 局 長  西 山  隆 夫 

  次     長  新 野  武 男 

  事務専門員兼調査第１係長  藤 岡  章 男 

  調査第２係長  新    実 雄 

  議 事 係 長  谷 野  秀 明 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

議事日程 

  平成17年６月29日 午後１時 開 議 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名 

 日程第２ 

  第67号議案 平成17年度大洲市一般会計補 

        正予算（第１号） 

  第68号議案 平成17年度大洲市国民健康保 

        険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第69号議案 平成17年度大洲市国民健康保 

        険診療所特別会計補正予算 

        （第１号） 

  第70号議案 平成17年度大洲市老人保健特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第71号議案 平成17年度大洲市介護保険特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第72号議案 平成17年度大洲市介護サービ 

        ス事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第73号議案 平成17年度大洲市簡易水道事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第74号議案 平成17年度大洲市港湾施設事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第75号議案 平成17年度大洲市土地区画整 

        理事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第76号議案 平成17年度大洲市農業集落排 

        水事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第77号議案 平成17年度大洲市公共下水道 

        事業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第78号議案 平成17年度大洲市温泉事業特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第79号議案 平成17年度大洲市水道事業会 

        計補正予算（第１号） 

  第80号議案 平成17年度大洲市病院事業会 

        計補正予算（第１号） 

－116－ 



  第81号議案 大洲市人事行政の運営等の状 

        況の公表に関する条例の制定 

        について 

  第82号議案 大洲市国民健康保険税条例の 

        一部改正について 

  第83号議案 大洲市簡易水道及び飲料水供 

        給事業等使用条例の一部改正 

        について 

  第84号議案 財産の貸付について 

  第85号議案 辺地に係る公共的施設の総合 

        整備計画について 

  第86号議案 大洲市過疎地域自立促進計画 

        について 

  第87号議案 八幡浜・大洲地区広域市町村 

        圏組合規約の変更について 

  第88号議案 平成16年度大洲市歳入歳出決 

        算の認定について 

  第89号議案 平成16年度長浜町歳入歳出決 

        算の認定について 

  第90号議案 平成16年度肱川町歳入歳出決 

        算の認定について 

  第91号議案 平成16年度河辺村歳入歳出決 

        算の認定について 

  第92号議案 平成16年度大洲市企業会計決 

        算の認定について 

  第93号議案 平成16年度長浜町企業会計決 

        算の認定について 

  第94号議案 専決処分した事件の報告並び 

        に承認を求めることについて 

  （各委員長報告、質疑、討論、表決） 

日程第３ 

  陳情第１号 議員在任特例の適用に関する 

        陳情書 

  陳情第２号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第３号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第４号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第５号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第６号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第７号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第８号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第９号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第10号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第11号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第12号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第13号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第14号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第15号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第16号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第17号 大洲市議会の自主解散を早期 

        に求める陳情書 

  陳情第18号 大洲市議会の自主解散を早期 

        に求める陳情書 

  陳情第19号 大洲市議会の早期自主解散を 

        求める陳情書 

  陳情第20号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第21号 大洲市議会の早期解散を求め 

        る陳情書 

  陳情第22号 大洲市議会の自主解散を求め 

        る陳情書 

  議員在任特例検討特別委員会の中間報告に 

  ついて 

  （委員長報告、質疑、討論、表決） 

－117－ 



 日程第４ 

  第95号議案 大洲市報酬及び費用弁償等支 

        給条例の一部改正について 

  （提案理由説明、質疑、討論、表決） 

 日程第５ 

  第96号議案 人権擁護委員の推薦につき意 
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午後１時00分 開 議 

○田中堅太郎議長 これより本日の会議を開き

ます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 まず、６月23日付をもって

議員在任特例検討特別委員のうち、大野新策委

員から同委員会を辞任したい旨の願い出があり

ましたので、委員会条例第14条の規定により、

６月28日付をもって議長においてこれを許可い

たしましたので、報告いたします。 

 次に、岩田忠義議員外10名から議第11号議案

が、有友正本議員外10名から議第12号議案が、

久保幸信議員外25名から議第13号議案の提出

が、また市長から第95号議案及び第96号議案の

提出がそれぞれありましたので、報告いたしま

す。 

 なお、市長により提出のありました報告第３

号から報告第15号までの報告13件につきまして

は本日受理し、お手元に配付しておりますから

御了承願います。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 本日の議事日程は、お手元

に配付してあるとおりであります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 まず、日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、26番上満武議員、

27番向井敏憲議員を指名いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第２、第67号議

案から第94号議案までの議案28件を一括して議

題といたします。 

 ただいま議題といたしました各議案等は、６

月15日の本会議においてそれぞれ所管する委員

会に付託された議案等であります。 

 委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 まず、総務委員長の報告を求めます。 

○48番岡昇平議員 議長 

○田中堅太郎議長 岡昇平議員 

〔48番 岡昇平議員 登壇〕 

○岡昇平総務委員長 それでは、ただいまか

ら総務委員会の御報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月16日、関係理事者の出

席を得て、付託を受けました一般会計補正予算

案を初め、議案４件につきまして慎重なる審査

を行いました。その審査結果につきましては、

お手元に配付されております委員会報告書のと

おり、いずれの議案も原案のとおり可決あるい

は承認すべきものと決したのであります。 

 それでは、審議過程で特に議論され、あるい

は委員より指摘、要望いたしました事項につい

て、主なものにつき概要を御報告申し上げま

す。 

 初めに、条例関係について申し上げます。 

 まず、大洲市人事行政の運営等の状況の公開

に関する条例の制定についてであります。 

 理事者より、人事行政のうち市職員の給与及

び定員管理の状況については、これまでも国の

要請により自主的に市広報に掲載し、広く市民

に公表してきているが、その公表制度が本年４

月１日に施行された地方公務員法の一部改正に

より法律上の責務となり、またあわせて公表の

対象も職員の任免、勤務時間やその他の勤務条

件、分限や懲戒処分の状況といった人事行政全

般にまで広げられたことにより制定するもので

あり、毎年12月末日までに概要を取りまとめ、

市の広報及び公式ホームページでの公表を計画

しているとの説明がありました。 

 このことに対し委員より、条例制定のメリッ

トは何かとただしたところ、理事者より、市職

員については以前から給与が高過ぎるとか、人

数が多過ぎるとか、必ずしも市民の納得がいか

ない場合があったかもしれないが、条例に基づ

き人事行政の内容を積極的に公表することによ

って納得いかなかった方々の理解や支持を得る

ことができたり、公正かつ透明性のある人事行

政の運営が確保されることにつながるとの答弁

－119－ 



がありました。 

 次に、専決処分されております大洲市税条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 理事者より、この改正は地方税法の一部改正

に基づき行うものであり、改正の項目のうち市

民に一番影響を及ぼすと思われるものは、年齢

が65歳以上で年間の所得が125万円以下の方に

適用されている非課税措置が、平成18年度と

19年度の２カ年の経過措置を踏まえた後に廃止

される内容であるとの説明がありました。 

 このことに対し委員からは、高齢者に対する

増税につながることから十分な説明責任を果た

すよう要望したのであります。 

 次に、予算関係について申し上げます。 

 まず、交通安全対策費についてであります。 

 兵庫県尼崎市のＪＲ福知山線で起きた快速電

車の脱線事故は、死者が100人を超すという大

惨事となりましたことは私たちの記憶に新しい

ところでございますが、本市においても平野地

区の踏切で２月に死亡事故、４月に接触事故が

相次いで発生しておりまして、いずれも被害者

が高齢者であることを考えると再発も予想され

ることから、早期の対策が求められているとこ

ろでございます。 

 委員より、この事故現場のように遮断機や警

報機がない踏切の安全対策をどのように考えて

いるのかとただしたところ、理事者より、踏切

での安全対策については愛媛県及びＪＲ四国が

作成する踏切事故防止総合対策計画との整合性

を図りながら、その重要性や緊急性などを考慮

して順次整備が進められているところである

が、事故などがあった踏切についてはその都度

協議がなされ、今後の対策が検討されている状

況である。平野地区の事故現場は既に現地調査

が終了し、今後の対応についてＪＲ四国との協

議がなされているところであるとの答弁があり

ました。 

 次に、防災対策について申し上げます。 

 昨年は、相次ぐ台風の襲来により肱川がはん

らんし、本市に大きな被害を与えた年でありま

したし、このところは微弱な地震が頻繁に発生

し、南海地震が現実なものとして身近に感じら

れるようになってまいりました。 

 委員より、大規模災害が発生した場合の備え

として、地域における自主防災組織の育成が欠

かせないものと認識では一致しているが、今後

の推進について具体的にはどのように考えてい

るのか、また今月下旬に作成されるハザードマ

ップの配布方法についてただしたところ、理事

者より、本市における災害は歴史的にも肱川の

はんらんが中心になって発生しており、まずは

肱川流域を中心に取り組むことになるが、水防

訓練や消火訓練をするにしても実際に初期消火

とか、救助、避難、災害弱者の支援などを行う

際にも広範囲での助け合いは困難なことから、

公民館単位での推進をしていきたいと考えてお

り、既に数地区においては地区協議を進めてい

るところである。 

 また、ハザードマップの印刷は、全世帯に配

布することを前提に、約２万戸の世帯数を上回

る部数を予定しており、その配布方法は原則的

には区長さんを通じて各世帯に配布していただ

く計画を立てているが、市民課の窓口や各公民

館などにも配付することにより全世帯に行き渡

るように努めてまいりたいとの答弁がありまし

た。 

 以上、当委員会における審査の概要を申し上

げましたが、よろしく御審議の上、適切なる御

決定を賜りますようお願いいたしまして、総務

委員会の報告を終わります。 

○田中堅太郎議長 次に、企画財政委員長の報

告を求めます。 

○14番山口吉浩議員 議長 

○田中堅太郎議長 山口吉浩議員 

〔14番 山口吉浩議員 登壇〕 

○山口吉浩企画財政委員長 それでは、ただい

まから企画財政委員会の御報告を申し上げま

す。 
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 当委員会は、去る６月17日、関係理事者の出

席を得て、付託を受けました一般会計補正予算

案を初め、議案６件につきまして慎重なる審査

を行いました。その審査結果につきましては、

お手元に配付されております委員会報告書のと

おり、いずれの議案も原案のとおり可決すべき

ものと決したのであります。 

 それでは、審議過程で特に議論され、あるい

は委員より指摘、要望いたしました事項につき

まして、主なものにつき概要を御報告申し上げ

ます。 

 まず、補正予算関係について申し上げます。 

 理事者から、大洲市一般会計補正予算（第１

号）の歳入全款と関係する歳出等について説明

がありました。委員から、市債の中の合併特例

債について、その使い道となる事業の内容につ

いてただしたところ、理事者からは、今議会で

計上している市町村合併特例債はふれあいパー

ク整備事業債３億6,190万円のみであり、その

ふれあいパークは大洲インターチェンジから国

道56号に接するところの北側に約2.3ヘクター

ルの広さを持って今年度から４カ年で整備しよ

うとするもので、広場、園内路地といった都市

公園機能を持たせながら、洪水時には貯留施設

として活用し、通常時はバスケットボールやス

ケートボードができる多機能広場を整備しよう

とする基本的な考え方を持って計画していると

ころであるとの答弁がありました。 

 次に、委員から、ことし３月に市内大手企業

における多数の早期辞職についての報道があっ

たが、市税における影響はどうかとただしたと

ころ、理事者より、このことについては市内最

大の事業所の問題であり、地域経済へ及ぼす影

響ははかり知れないものがあると認識している

が、平成17年度の個人市民税額については平成

16年度中の所得をもとに課税される仕組みとな

っていることから、今年度における市民税額に

は影響が出ず、法人税額についても大きな変動

はないものととらえている。ただし、辞職され

た方がその後において今までにあった同等の所

得が得られない場合は、18年度に課税される市

民税額はそれなりの落ち込みとなるので、今後

の就職状況を注視していきたいとの答弁があり

ました。 

 また、国有資産等所在市町村交付金及び納付

金については、17年度における交付金では愛媛

県分として大洲警察署や県職員の官舎、県営住

宅などがあり、土地が１万3,101平方メート

ル、家屋が11軒、交付金額は856万3,000円、ま

た国の関係は官舎とか土地、家屋等があり、土

地が１万3,061平方メートル、家屋が15軒、交

付金額は618万1,000円である。そして、残金に

ついては郵政公社からの納付金であるとの説明

がありました。 

 次に、集会所の地元負担金、分担金等につい

てであります。 

 委員から、公平性に欠けているのではないか

という指摘に対しまして、理事者からは、集会

所については県の補助等で建築される市立集会

所、そして地元単独で建築して市が補助をする

地区集会所の２種類がある。新築の際には、市

立集会所の場合は辺地地域で１割、過疎地域で

２割、一般地域で３割の地元負担となり、残り

を市と県の補助で賄うことになっており、地区

集会所については地元が事業主体となり、２分

の１を地元で負担し、２分の１を市が補助する

という基準を定めている。 

 また、修繕の場合にはいろいろなケースがあ

るが、市立集会所については機能回復、機能維

持及び向上、維持管理の範囲と３つの区分に分

けており、それぞれおおむね１割、３割、10割

の負担基準としている。このように分担金につ

いての負担基準を設けて集会所の新築及び修繕

の執行をしているとの説明がありました。 

 次に、地域づくり推進費のコミュニティー助

成事業補助金について、旧大洲市だけでなくほ

かの地域でも申請できるのかとただしたとこ

ろ、理事者からは従来から旧４市町村のどの地
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域からでも申請はできることになっている。そ

れぞれの支所、また新市においても企画調整課

を通じて地域のコミュニティー組織である自治

会や保存会等に当事業の周知を図っているとこ

ろである。 

 また、事業の採択基準については宝くじの効

果が発揮できるものや国からの補助金を受けて

いないもの、整備後の施設や備品等が地域のコ

ミュニティー組織等により維持管理できるもの

とされており、その具体的な事業内容について

は一般コミュニティー事業として獅子舞の備品

の整備とか、太鼓の整備や放送設備の整備、ゲ

ートボール場の整備というようなものがある。

また、緑化推進事業では花壇の造成、広場等へ

の植栽等への助成もある。 

 また、自主防災組織育成事業として自主防災

組織を立ち上げた地域に対して無線機とか動力

ポンプ、テント、給水タンク、投光機等の防災

備品の整備に対して助成されることになってい

る。そのほか、青少年健全育成事業等もあり、

大洲市においては年間３件から４件程度採択さ

れている状況にあると説明がありました。 

 次に、商工振興費の頑張る商店街支援事業補

助金の内容についてただしたところ、この事業

にはにぎわい創出事業と快適化事業の２つの事

業があり、そのうち快適化事業の中身は３つに

分かれており、１つが地域資源となり得る建造

物の改修保全、２番目に今回該当している街路

灯、モニュメント塔の整備、３番目に景観の改

善を目的とするアーケードなどの撤去というメ

ニューがあり、この補助率は県が３分の１、市

が３分の１、合計３分の２であるが、限度額と

して400万円までということで、商店街の中で

一定の商店数が形成されていれば対象になると

の説明がありました。 

 付託されました議案には、予算以外に辺地に

係る公共的施設の総合整備計画、大洲市過疎地

域自立促進計画などがあり、委員から、辺地計

画と過疎計画にある重複した事業についてただ

したところ、理事者からは、旧大洲市には辺地

地域はあるが過疎地域ではなかったため事業が

重複することはなかったが、旧町村では辺地地

域を有し過疎地域であったため辺地計画、過疎

計画ともに適債事業として計画を作成してお

り、辺地計画ではその辺地地域で実施しようと

する事業が計画されており、また過疎計画では

大洲市における過疎地域の自立をしていくため

の総合計画ということになっているため、今回

の事業計画はすべてが過疎事業債事業というこ

とではなく、この中で過疎事業として過疎債を

借りていくものもあるし、それ以外の事業もあ

るとの説明がありました。 

 委員から、昨今の財政状況も考えてより有利

な起債事業を計画していくよう努力してほしい

との要望がありました。 

 以上、当委員会における審査の概要を申し上

げましたが、よろしく御審議の上、適切なる御

決定を賜りますようお願いいたしまして、企画

財政委員会の報告を終わります。 

○田中堅太郎議長 次に、市民福祉委員長の報

告を求めます。 

○37番吉岡猛議員 議長 

○田中堅太郎議長 吉岡猛議員 

〔37番 吉岡猛議員 登壇〕 

○吉岡猛市民福祉委員長 市民福祉委員会の御

報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月20日、関係理事者の出

席を得まして、付託を受けました平成17年度大

洲市一般会計補正予算案など議案８件につきま

して慎重なる審査を行いました。その審査結果

につきましては、お手元の委員会報告書のとお

り、いずれの議案も原案のとおり可決あるいは

承認すべきものと決した次第であります。 

 以下、審査の過程におきまして、特に論議を

されました事項について、その概要を御報告申

し上げます。 

 まず、第82号議案大洲市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてであります。 
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 御案内のとおり、医療分の国保財政は老人保

健医療対象年齢の引き上げ等による医療費の増

大や長引く景気低迷による１人当たりの課税所

得が大きく減少するなど、大変厳しい状況にあ

ります。 

 理事者から、今回の改正は合併後の円滑な国

保事業が運営できる保険税率で統一するという

合併協議会における確認事項を基本として、大

洲市国民健康保険運営協議会に諮問し、被保険

者の負担が急激に増大することのないよう、繰

越金を可能な限り活用した上で必要調定額を求

め、税率の見直しを行うものであるとの説明が

改めてなされたのであります。 

 そこで委員より、今回の改定によって所得等

被保険者の負担能力に応じた負担となる応能部

分と被保険者１人当たりの一定額などとなる応

益部分のそれぞれの割合について質疑が出され

ました。 

 これに対して理事者から、旧大洲市の応能と

応益の割合は54.04対45.96であったが、今回の

改定により応能49.48、応益50.52となり、国の

示している50対50という標準値に近いものとな

った。 

 なお、このことにより被保険者均等割及び世

帯別平等割の応益割の部分における低所得者の

軽減制度として、７割、５割、２割の適用を行

うものであるとの答弁がありました。 

 委員より、本年度は保険税率を統一すること

に主眼を置いての改定であること、また改定を

行わず据え置くことによって来年度以降で一度

に被保険者に対して負担を強いることは好まし

くなく、全体のバランス、さまざまな事情を考

慮しながらの改定となっているとの意見が出さ

れる一方、応能、応益割合を半分半分とするこ

とに伴い、低所得者にとって実質的な負担増に

つながるのではないかとの意見も出されました

が、採決の結果、賛成多数により原案のとおり

可決すべきものと決した次第であります。 

 次に、大洲市保育問題検討委員会について申

し上げます。 

 委員より、この検討委員会における人選と会

の運営について、また保育所の民営化と統廃合

に関する市のビジョンについて質疑が出されま

した。 

 これに対して理事者から、この委員会の委員

は15名以内として地域活動団体や児童福祉施設

関係者、教育関係者など地域の子育て支援事業

の関係者から委嘱する予定であり、今年度中に

３回から４回程度委員会を開催し、老朽化が進

んでいる保育所の施設整備を初め保育所の統廃

合や民営化の推進、また多様な保育サービスの

充実と質の向上など、これらの一連の問題を検

討することとし、方向づけが固まり次第答申を

いただく予定である。 

 保育所の民営化については、一つの方法とし

て旧大洲市にある13保育所のうち、入所児童数

が定員をオーバーしている保育所または民営化

した場合において経営が成り立つ見込みのある

保育所を対象に考えている。 

 統廃合については、隣接地域の保育所が近距

離にあり、児童数が定員を大幅に割っている保

育所や老朽化に伴い建てかえの時期が到来して

るような保育所について、この委員会で検討し

ていただかなければと考えているとの答弁があ

りました。 

 このことに関連して、次世代育成支援事業対

策事業について、旧大洲市では平成15年度にニ

ーズ調査を実施、大洲市次世代育成対策協議会

において平成16年度に行動計画を策定、今年度

から計画を実施することになっていたことか

ら、委員より、その状況について質疑が出され

たのであります。 

 これに対し理事者から、急速な少子化の進行

を踏まえ、国、自治体、企業が一体となって集

中的かつ計画的な取り組みを促進するために、

平成15年７月に次世代育成支援対策推進法が制

定されたことに伴い、当市においても今年３月

に行動計画を策定したところであり、この計画
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では子供が健やかに育ち、自立するまちづく

り、親が安心して子供を産み育てられるまちづ

くり、地域が子供と子育てを支えるまちづくり

の３つの柱でまとめたもので、親が子育てをし

やすい環境づくりを進める計画となっている。 

 なお、今後の推進については福祉分野だけで

はなく、教育、保健など広範囲にわたっている

ことや財源を伴うため本庁、支所の各セクショ

ンとの連携を強めながら関係機関や子育て団体

との連携も図っていきたい。また、この計画書

を当市のホームページや広報紙に掲載するなど

市民に公開し、大洲市保育問題検討委員会にお

いても計画の達成状況等をチェックしていただ

きながら計画の着実な推進を図りたいと考えて

いるとの答弁がありました。 

 全国の出生率が1.29と減少傾向にあること

や、旧大洲市の平成16年度の出生率は1.81人と

横ばいの状況にあることから、委員より、この

計画によって次代の社会を担う子供が健やかに

生まれ、育成され、また育成しようとする家庭

に対する支援を充実するなど、そういった環境

整備を行うまちづくりを進めていくよう要望す

る意見が出されたところであります。 

 次に、一般廃棄物処理基本計画の策定につい

てであります。 

 委員より、この計画の具体的な内容につい

て、またごみの減量化に対する取り組みについ

て質疑が出されました。 

 これに対して理事者から、この計画は廃棄物

の処理及び清掃に関する法律のもと、旧市町村

において策定していたものを合併を機に新市と

して見直しを行うもので、一般廃棄物の発生量

及び処理量の見込みやその抑制のための方策、

分別の区分など、一般廃棄物の処理に関する必

要な事項について定めるものであるが、当市は

大洲、長浜のエリアと肱川、河辺の内山衛生事

務組合で処理するエリアと２つのエリアがある

ので、相互において整合性を図りながら将来的

な方向性を見出すための計画を策定するもので

ある。 

 ごみの減量化については、平成11年度からご

みの６種分別収集を実施しており、一時減量化

に成功したように見えたが、地方拠点都市を中

心とした開発に伴う影響も少なからず受けてい

ることから、近年若干処理量が増加傾向にあ

る。この対策としては、広報紙やチラシなどに

よる広報活動並びにごみゼロ運動や一斉清掃な

ど、あらゆる機会を通じての啓発活動を行いな

がら、またレジ袋の減量化に対してマイバック

運動の推進に取り組むとともに、ごみ処理の購

入補助や水切りネットの配布を行うなど、引き

続きごみの減量化を図っていきたいとの答弁が

ありました。 

 また、今後の分別種類の拡大についてただし

たところ、理事者から、６種分別を導入する際

には市民からかなりの抵抗があったこと、また

現在やっとこの６種分別の意識の定着が図れて

きたこと等もあり、他の自治体では８種分別な

ど先進的な取り組みを実施しているところもあ

るが、このことについては今後の検討課題とし

て、現在の６種分別による収集を継続すること

で、できるだけ資源を有効活用できるような循

環型社会の形成を図っていきたいと考えている

との答弁がありました。 

 以上、委員会審査の概要について申し上げま

したが、何とぞ適切なる御審議、御決定を賜り

ますようお願い申し上げまして、市民福祉委員

会の報告を終わります。 

○田中堅太郎議長 次に、建設農林委員長の報

告を求めます。 

○３番岩田忠義議員 議長 

○田中堅太郎議長 岩田忠義議員 

〔３番 岩田忠義議員 登壇〕 

○岩田忠義建設農林委員長 それでは、ただい

まから建設農林委員会の御報告を申し上げま

す。 

 当委員会は、去る６月16日、関係部課長の出

席を得て、付託を受けました一般会計補正予算
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案を初めとする議案８件につきまして、理事者

側の詳細な説明を求めるとともに、質疑応答な

ど慎重なる審議を行いました。その審査結果に

つきましては、お手元に配付されております委

員会報告書のとおり、いずれの議案も原案のと

おり可決すべきものと決した次第であります。 

 それでは、審査の過程で特に議論され、ある

いは委員より指摘、要望いたしました主な事項

について、その概要を御報告申し上げます。 

 まず、東大洲地区におけるふれあいパークの

整備事業について、委員から、費用対効果をど

のように考えているかとただしたのでありま

す。 

 このことについて、理事者からは、現在大洲

市には９カ所の都市公園があるが、この地域の

近隣には都市公園がなく、拠点地区として開発

も進み、昼間人口も相当増えている。また、拠

点地区という地域の特性にもかかわらず、去年

も多くの台風の来襲による水害を受けたという

事情があるので、治水機能を持った都市公園と

して整備をするものである。 

 費用対効果についてどの程度効果があるかと

いう点については、本事業により周辺地域と調

和した都市景観を形成するとともに、日常的な

軽スポーツやレクリエーション活動の場及び洪

水時の貯留機能による内水や下流域への影響を

軽減できることとあわせ、同施設の有効利用等

を図ることにより市民生活に潤いと安らぎの場

を提供できるものである。 

 また、この公園計画についてはワークショッ

プを取り入れ、住民や学生が一緒になってまと

めていただくことにしており、市民参加型のま

ちづくり等とし、地域活性化に対しても効果が

期待できるものではないかと考えているとの答

弁がありました。 

 また、委員より、完全に治水事業が終わった

時点でこのふれあいパークはどうするのか、そ

のまま残すのかとただしたのであります。 

 このことに対し理事者から、現在の肱川及び

矢落川の治水安全度はおおむね15分の１である

が、河川整備計画で30年後には40分の１程度と

なるよう堤防の整備を行っている。このとき、

公園そのものは貯留機能を持っているが、これ

は洪水時のときだけ貯留機能を持たせ、平常時

にはこの広場も公園として利用する計画で進め

たいと考えている。ただ、現実にはそこに水を

ためなくてもよくなるものと考えており、最終

的にはポンプアップを国土交通省にやっていた

だかないと内水対策にはつながらないと考えて

いる。 

 なお、今回の二線堤や貯留施設の整備等によ

る大洲市の自助努力が、国土交通省が進めるポ

ンプアップにつながるのではないかと考えてい

るとの答弁がありました。 

 次に、取得した肱川町の肱川発電所職員公舎

について、委員から、公営住宅として改良する

にいろいろな問題があると思う。できるだけ早

く使用できるようにしてほしいが、どのような

計画であるかとただしました。 

 このことについて理事者からは、宿舎の中を

確認したが、部屋の狭いところやふろのないと

ころ等があり、これらの改修工事が必要となっ

てくる。今定例会に工事費を計上できるようい

ろいろ検討はしたが、十分な結果には至らなか

った。利用度等のことも含め、今後地元とも協

議し、できるだけ早く使用できるよう取り組ん

でいきたいとの答弁がありました。 

 次に、委員から、最近報道関係でも伝えられ

ているが、ガードレールに挟み込まれた金属片

の問題であるが、大洲市でも調査し、そういう

問題はあったのかとただしたのであります。 

 このことについて理事者から、この金属片の

問題について全国の国土交通省や自治体または

警察などが点検作業を進め、大量の金属片が見

つかっており、愛媛県においても県が管理をし

ているすべての道路についてガードレールの点

検を実施し、大洲土木事務所管内では金属片の

付着が76カ所発見された。本市においても全市
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で点検を実施し、結果として旧大洲市の７路線

14カ所で金属片を確認したが、車両などガード

レールに接触する等事故の痕跡が見られないた

め、事件性やいたずらをされた可能性は少ない

ものとし、確認後その場で撤去をした。今後も

引き続きガードレールの点検を実施し、通行の

安全確保に努めていきたいとの答弁がありまし

た。 

 次に、林道の整備について委員から、間伐促

進事業であれば補助が85％とあるが、単独で行

う場合は50％となっている。林道に関しては公

共性も非常に高いので、差をつけないで極力高

い補助率により実施できないかとただしたので

あります。 

 このことについて理事者から、間伐促進事業

の中での林道整備は間伐の促進が主要な目的で

あり、その目的に沿って計画的に導入促進を図

りたい。また、それ以外の林道整備については

県単林道開設事業の受益者負担が25％、市単林

道開設事業の受益者負担が50％となっている。

これらの負担割合は、合併協議の中での調整結

果を踏まえて予算計上したものである。合併に

なるまで受益者負担をとらずに事業を実施して

きた地域についての事情はよくわかるが、御理

解をいただきたい。ただし、これが将来にわた

って最良のものであるかどうかは検討の余地も

あるとの答弁がありました。 

 次に、中山間地域等直接支払制度による事業

について委員から、平成16年度までの５年間と

新たな17年度からの事業について内容の相違点

はどうなっているか。また、新大洲市となり認

定農業者の認定基準の見直しについて年齢制限

や目標所得などはどうなっているかとただした

のであります。 

 このことに対し理事者からは、中山間地域等

直接支払制度の平成16年度までの事業について

は、国土の保全と多面的機能を目的に実施して

きたが、平成17年度からの事業で変わった主な

内容としては、必須要件としてその集落で行う

５年間の共同作業についての活動計画書の作成

が必要となっている。 

 また、選択的要件については生産性、収益向

上のため生産活動面積の増加、担い手農家育成

のため農地利用集積等５項目の選択性となって

いる。この選択要件が実施できなかった集落に

ついては、平成16年度までの事業の約８割程度

の交付金となる見込みである。新市となり、地

域の拡大による該当集落数も増大したが、市と

しても集落の実態、状況をよく把握し、集落に

不利益を講じないよう事業推進を図るとの答弁

がありました。 

 また、認定農家の見直しについては、農業経

営基盤強化増進法の改正により、大洲市におい

ても来年１月をめどに新しい基本構想を作成す

ることとし、現在、県等と協議を行いながら見

直し作業を行っている。 

 新市になったこともあり、認定基準の統一を

図ることを基本方針としているが、旧市町村に

は農業経営条件、経営規模においてそれぞれ格

差があると思われ、目標の所得は各地域ごとの

弾力的な基準が必要と考えている。今後、検討

を重ねるとともに農業を取り巻く環境も年々厳

しさを増していることも考慮しながら、基本構

想の計画を策定していきたいとの答弁がありま

した。 

 以上、当委員会に付託を受けました議案の審

査経過並びに結果につきまして申し上げました

が、よろしく御審議の上、適切なる御決定を賜

りますようお願いいたしまして、建設農林委員

会の報告を終わります。ありがとうございまし

た。 

○田中堅太郎議長 次に、文教委員長の報告を

求めます。 

○47番久保幸信議員 議長 

○田中堅太郎議長 久保幸信議員 

〔47番 久保幸信議員 登壇〕 

○久保幸信文教委員長 それでは、ただいまか

ら文教委員会の御報告を申し上げます。 
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 当委員会は、去る６月17日、関係理事者の出

席を得て、付託を受けました一般会計補正予算

案の議案１件につきまして慎重なる審査を行い

ました。その審査結果につきましては、お手元

に配付されております委員会報告書のとおり、

原案のとおり可決すべきものと決したのであり

ます。 

 それでは、審議過程で特に議論され、あるい

は委員により指摘、要望いたしました事項につ

いて、主なものにつき概要を御報告申し上げま

す。 

 初めに、英語指導助手招致事業についてであ

ります。 

 この事業は、地方公共団体が外国青年を招致

し、地域住民との交流及び児童・生徒の語学指

導の補助を目的に実施されているものでありま

す。 

 委員より、７月25日から肱川支所で実施予定

である当該事業についてどのような計画を立て

ているのか、また当市全体における指導助手の

人数及び活動状況、さらに単身で来られている

ためのサポート体制についてただしたところ、

理事者より、合併前の旧４市町村で大洲市、長

浜町、河辺村においては既にこの事業を実施し

ている。今回の指導助手の招致は、合併前の肱

川町で申請をしていたものが認められたことに

伴い予算計上したもので、アメリカ国籍の女性

を配置する予定である。生活面でのサポートと

しては、まず住宅や生活用具類を準備し、その

他の対応については既に実施中である他地域の

事例を参考に、できる限りのサポートに努めた

い。 

 また、当市全体での人数や活動状況について

は、現在大洲、長浜、河辺地域にそれぞれ１名

ずつ配置しているが、契約期間が規定により原

則として来日の翌日から１年間であり、２回ま

での更新しか認められないため、今回長浜及び

河辺地域については交代時期となり、新たな指

導助手が来日予定である。 

 なお、各地域に配置される指導助手の内訳に

ついては、大洲地域は前年に引き続きイギリス

国籍の女性、長浜地域はアメリカ国籍の男性、

河辺地域はカナダ国籍の女性、そして肱川地域

は先ほどのアメリカ国籍の女性であり、合計４

名となる。そのうち新規に来られる方はそれぞ

れ研修を受けた後、夏休み明けの９月から本格

的な活動を行っていただく予定であるが、勤務

形態が旧市町村で各学校への出勤日数にばらつ

きがあるため、今後段階的に調整し、将来は統

一したい。 

 また、サポート体制については当地の伝統芸

能を通して地域住民との交流を行っている方も

おり、現在のところ特に問題はなく、こちらか

らも積極的に声をかけたりして心のサポートを

常に心がけていると答弁がありました。 

 次に、備品購入費についてであります。 

 委員より、ある小学校では備品購入費が今年

度大幅に削減され、購入に苦慮しているとの話

を聞いたが、前年度と比較してどうなっている

のかとただしたところ、理事者より、財政的に

厳しい状況下であるため要求したすべてが予算

化されることは難しく、各学校には限られた予

算内での効率的な購入をお願いしているところ

であり、６月補正予算を含め前年度と比較する

と約１割程度の減額となっているとの答弁があ

りました。 

 次に、小学校費の教育振興一般経費について

であります。 

 今補正予算で教師用の指導書購入費として

623万3,000円が計上されております。このこと

に関し委員から、この金額ぐらいの購入で指導

書が市内全校へ行き渡るのかとただしたとこ

ろ、理事者より、これは小学校３年生から６年

生までの国語と算数と音楽の３教科の指導書を

市内の全小学校28校へ各学校１冊ずつ購入する

経費である。今年度の指導書の改訂が、現在使

用している指導書の４分の１程度であったた

め、今回は改訂前のものを使用していただく予
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定で当初予算には計上していなかった。しか

し、先般実施された全国的な学力状況調査の結

果、国語と算数が全国平均を下回ったことや、

音楽については新しい指導書を購入しないと指

導に有効な附属品を手に入れることができない

ため、今回国語と算数と音楽について購入する

ことに決定した。 

 また、購入金額については各学年で全教科の

指導書を購入するとなると12万円から18万円か

かる。それを１年から６年までの全学年分そえ

ろるとなると１校当たり91万円となるため、今

後計画的に購入していきたいと答弁がありまし

た。 

 次に、校舎の耐震化優先度調査についてであ

ります。 

 この調査については、文部科学省からの通達

で旧建築基準法で規制がかからなかった昭和

56年以前に建築されたすべての校舎及び屋内運

動場の耐震化優先度調査を平成15年度から平成

17年度の３カ年で完了するよう指示があり、現

在該当する校舎などの調査を実施中であります

が、今回委員より、現在の進捗状況と調査後の

優先度はどのようになっていくのかとただした

のであります。 

 理事者より、市内では幼稚園、小学校、中学

校を合わせて55棟の調査対象物があるが、その

うち現在調査が終了しているのは32棟で、残り

の23棟については本年度中にすべて調査を終え

る予定である。改修の優先度については、55棟

すべての調査結果を踏まえてから決定していく

と答弁がありました。 

 最後に、今定例会での付託事件ではございま

せんが、去る４月26日、閉会中の所管事務調査

として実施いたしました公民館長任命問題につ

いての調査結果について、報告の許可を得まし

たので、御報告申し上げます。 

 この調査は、肱南公民館の館長任命に関し、

教育委員会の職員が公文書を改ざんしたと報道

されたことに伴い、関係理事者の出席を得て、

事実の確認と経緯について報告を求めたもので

あります。 

 委員会で理事者側はその事実を認め、軽率な

言動が引き金となったものであり、大いに反省

していると陳謝がなされました。このことに対

し当委員会では、今後このような行為が二度と

行われないよう再発の防止を強く求めたのであ

ります。 

 以上、今定例会で付託されました議案の審査

経過及び所管事務調査の概要について申し上げ

ましたが、何とぞ適切なる御審議、御決定を賜

りますようお願い申し上げまして、文教委員会

の報告を終わります。 

○田中堅太郎議長 次に、決算特別委員長の報

告を求めます。 

○40番山下勝利議員 議長 

○田中堅太郎議長 山下勝利議員 

〔40番 山下勝利議員 登壇〕 

○山下勝利決算特別委員長 それでは、決算特

別委員会の御報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月15日の本会議におきま

して、私ども決算特別委員会に付託されました

第88号議案平成16年度大洲市歳入歳出決算の認

定について、第89号議案平成16年度長浜町歳入

歳出決算の認定について、第90号議案平成16年

度肱川町歳入歳出決算の認定について及び第

91号議案平成16年度河辺村歳入歳出決算の認定

について並びに第92号議案平成16年度大洲市企

業会計決算の認定について及び第93号議案平成

16年度長浜町企業会計決算の認定についての６

議案を審査するため、６月15日から６月24日ま

での間において、計５日間にわたり委員会を開

催し、関係理事者の出席を得まして慎重かつ厳

正な審査を行ったのであります。その審査結果

は、お手元に配付してあります委員会報告書の

とおり、６議案ともそれぞれ予算の議決目的に

沿って適切な執行がなされ、おおむね健全な行

財政運営が行われたものと認め、第88号議案と

第91号議案の２議案については賛成多数によ
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り、また残りの４議案については全会一致によ

りこれを原案のとおり認定することに決定した

次第であります。 

 それでは、審査の過程において特に議論さ

れ、また指摘、要望いたしました事項について

その概要を御報告申し上げますが、その前段と

して当委員会に付託されました認定議案につき

ましては、地方自治法第７条に基づく廃置分合

により今年１月11日に４市町村が合併したこと

によります打ち切り決算でございました。期間

は、平成16年４月１日から平成17年１月10日ま

での約９カ月間におけるものが対象となってい

ることから、各会計の最終的な収支が確定して

いない段階では昨年との比較もできず、またそ

の執行率や不用額を論じても余り意味を持たな

いこともあり、特に指摘するような大きな問題

点もなく、結論を得ましたことを前もって御報

告申し上げます。 

 それでは、まず初めに、４市町村の打ち切り

決算における一般会計歳入歳出の概要について

申し上げます。 

 理事者より、各市町村の１月10日の時点にお

ける歳入歳出決算の状況は、大洲市が歳入

116億19万7,965円に対し歳出が101億2,236万

5,406円、長浜町が歳入37億2,462万4,526円に

対し歳出が37億1,422万3,974円、肱川町が歳入

22億5,236万7,410円に対し歳出が18億2,262万

9,200円、河辺村が歳入14億2,669万1,386円に

対し歳出が12億3,779万6,517円となっており、

それぞれの歳入歳出差し引き残額は、大洲市が

14億7,783万2,559円、長浜町が1,040万552円、

肱川町が４億2,973万8,210円、河辺村が１億

8,889万4,869円となったものであり、合計21億

686万6,190円が新市に引き継がれたものである

と説明がありました。 

 なお、この歳入額につきましては、年度途中

ということで４市町村とも当初予算額の65％前

後が歳入となっている状況でありまして、残額

については新市において歳入されるものであり

ます。 

 委員より、歳入のうち市町村税の収納状況に

ついて、近年の地域経済の動向とあわせてどの

ように推移しているのかとただしたところ、理

事者より、地域経済は長引く不況により大変厳

しい状況が続いているが、東大洲の地方拠点地

区では多くの事業所や店舗等の出店が進み、そ

のことが固定資産税の増加や地域の雇用促進に

つながっていることから、何とかほぼ横ばいか

微減という状況で推移してきているが、市内の

大手企業における早期退職等の報道があったよ

うに、今後の予断は許されない状況であるとの

答弁がありました。 

 次に、４市町村別に行いました審査の中で、

特に指摘、要望いたしました事項についてその

概要を御報告申し上げます。 

 まず、大洲市分から申し上げます。 

 昨年は、市民の長年の夢でありました大洲城

天守閣の完成と南予の町並みをテーマとしたえ

ひめ町並み博2004の開催によりましてたくさん

に観光客にお越しいただき、また本市の観光資

源を内外に大きくアピールするなど大きな注目

を浴びた年でございましたが、委員より、まち

の駅「あさもや」、おおず赤煉瓦館などの観光

施設の維持管理に伴う収支バランスをどのよう

に考えているのかとただしたところ、理事者よ

り、当該施設は本市の観光の拠点として情報発

信するとともに、観光客の人の流れを誘導する

機能を果たしていることから、収益性のみ追求

は考えていないが、現在その経営は順調に推移

しており、今後においても企業的感覚を取り入

れた中で収支のバランスも十分に取り入れるよ

う努めていきたいとの答弁がありました。 

 このことに対して委員からは、さらに発展す

る可能性を秘めた施設であるので、現場サイド

との意思疎通を十分に図りながら、バックアッ

プ体制の整備を強く要望する意見が出たのであ

ります。 

 次に、防災対策事業について申し上げます。 
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 昨年は、たび重なる台風の襲来により市内各

地で大きな被害を受けましたが、生活の安全が

脅かされるほど苦しくつらいことはございませ

ん。特に、中山間地域を多く抱える本市では、

がけ崩れなどの危険性、危険地が数多く見受け

られ、県の補助事業として採択されていない小

規模のがけ崩れ対策が強く求められているとこ

ろであります。 

 委員より、市単独でのがけ崩れ防災対策事業

の採択要件等事業申請から完了までの審査体制

についてただしたところ、理事者より、市単独

補助事業の採択基準は県の基準に合わない小規

模なものであり、200万円までの事業費に対し

３割の補助を行っている。その手続は、前年に

要望書と工事に係る見積書を提出していただ

き、設計審査を行い採択しているが、事業の進

捗状況に応じて現場確認並びに完了検査を実施

することにより補助金の適正な執行に努めてい

る。この事業は、新市においても市民からの要

望が多いことから、４月１日より事業採択基準

を高さが３メートル以上でその傾斜度が30度以

上の自然がけということで統一し、200万円ま

での事業費に対する５割の補助を行うと変更す

ることで、対象者の負担軽減を図ることとして

いるとの答弁がございました。 

 次に、長浜町分について申し上げます。 

 現在、町内には一般会計で執行しております

一般診療所が２カ所と僻地診療所が１カ所、ま

た特別会計で執行しております国民健康保険直

営診療所が青島に１カ所と合わせて４つの診療

所があり、それぞれ地域医療の最前線として住

民にはなくてはならない存在となっておりま

す。 

 委員より、この診療所の経営状況についてた

だしたところ、理事者より、診療所は地域医療

を低下させないために開設しているものであ

り、一般診療所のうち１カ所については１日の

患者数が29人前後と多く、往診も頻繁に行われ

ていることから黒字会計であるが、他の診療所

については患者数も少なく、後発医薬品の使用

などにより公費負担を抑制する取り組みをして

いるが、赤字分を一般会計から持ち出して補っ

ている状況であるとの答弁がありました。 

 次に、肱川町分について申し上げます。 

 山鳥坂ダム建設事業に係る水源地域対策につ

いてであります。 

 ダム建設の提案がなされて以降、事業の実施

に伴い生活基盤を失う関係者に対しては、その

生活再建策が模索されており、チョウザメの養

殖もその試みの一つとして行われております。 

 委員より、その事業内容と成果についてただ

したところ、理事者より、このダム生活再建計

画調査業務は国土交通省からの委託事業として

同町の岩谷地区において平成13年度から３カ年

取り組んできたものであり、平成15年度からは

老朽化し、使用を廃止した肱川町民プールに場

所を移し継続しているものである。 

 チョウザメというと、まずはキャビアを想像

されると思うが、キャビアをとれるようになる

のは最低でも８年から10年養殖し、体長が２メ

ートルにならないとだめなことから、当初より

２年から３年の養殖後に食材として販売する計

画で取り組んでいる。現在までに100キログラ

ムほど出荷しており、鹿野川荘では食事のメニ

ューにも取り入れるなど取り組みをしている

が、生産コストが高いことや販売開拓が難しい

ことから経営が軌道に乗るには至っていない。

今後の取り組みについては、養殖のノウハウは

確立できていることから事業を第三セクターに

移管し、さらなる展開を図る方向で取り組んで

いく計画であるとの答弁がありました。 

 次に、河辺村について申し上げます。 

 外国語指導助手招致事業については、児童の

外国語教育の充実を図るとともに、地域レベル

での国際交流の進展を図ることを目的として平

成12年度より継続して取り組んでおり、現在は

カナダ国籍の男性が２年目を迎えているところ

であります。 
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 委員より、この外国語指導助手の活動状況と

事業成果についてただしたところ、理事者よ

り、１週間のうち月曜から木曜日までは中学校

で語学指導を行い、金曜日は小学校と幼稚園に

おいて子供たちとの触れ合いを通じて英語を教

えている状況である。さらに、プライベートで

は水曜日の夜には地域住民を集めて英会話教室

を開くなど積極的に地域住民と交流しており、

外国人や生きた外国語に接する機会の少ない当

地域においては非常に貴重な存在となってい

る。草の根のレベルではあるが、長い目で見れ

ば地域の国際化にもつながるものであるとの答

弁がございました。 

 次に、４市町村に共通する項目について申し

上げます。 

 １人の女性が生涯に産む子供の平均的な数を

示す合計特殊出生率が2004年には1.28代に落ち

込み、過去最低を更新しましたが、このことは

少子化の流れがとまらない現状を如実に示した

ものでありました。人口減少の将来に強い危機

感を覚えるとともに、より具体的な少子化対策

を求める声が高まっているところであります。 

 このことに対して委員より、４市町村の保育

所と幼稚園の入所状況と子育て支援対策の考え

方についてただしたところ、理事者より、大洲

市内の保育所で定員を満たしているのは13の公

立保育所のうち３保育所と法人立の２保育所の

みであり、長浜の６保育所と肱川の１保育所に

ついてはすべて定員割れの状況である。全体と

しては定員1,313人に対し入所率は82％となっ

ている。また、幼稚園については大洲市内に４

カ所、肱川に４カ所、河辺に１カ所あるが、す

べて定員割れの状況であり、定員665人に対し

入所率は38％となっている状況である。少子化

対策としては子育て支援策として延長保育、一

時保育などの特殊保育事業の実施や保育料の負

担軽減措置、学童保育の充実など、次世代育成

支援行動計画に基づき乳幼児を抱える親が安心

して子育てができる環境づくりに努めていきた

いと考えているとの答弁がありました。 

 次に、肱川流域の水源林整備事業について申

し上げます。 

 森林は、木材の生産はもとより水源の涵養、

国土保全と市民の生活にとって重要な役割を担

っておりますが、昨今の林業を取り巻く厳しい

諸条件により手入れがなされてない森林が増加

し、公益的機能の低下が強く懸念されていると

ころから、愛媛県の単独事業として肱川流域の

旧13市町村を対象に、水源の森林づくり推進モ

デル事業が平成13年度から５カ年事業として実

施されております。 

 委員より、この事業の進捗状況と総合的な森

林整備についてどのように考えているのかをた

だしたところ、理事者より、当事業はそれぞれ

旧市町村の計画に基づき取り組んでおり、５カ

年間で計画面積9,691ヘクタールに対し進捗率

は71％となっている。今後は、新市において新

たな森林整備計画を策定し、森林が本来持つ国

土保全や水源涵養など公益的機能の回復、向上

に全市的に取り組んでいきたいとの答弁があり

ました。 

 このことに対し委員より、投資効率を十分精

査し、ハード面ばかりでなく広く市民の理解を

得るなど、ソフト面も兼ね備えた対応をされる

よう強く要望したのであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 まず、大洲市国民健康保険診療所特別会計に

ついてであります。 

 本会計は、旧大洲市の上須戒診療所の運営に

係る会計でございまして、当診療所は昭和51年

の開設以来、嘱託医師２名により週３日の診療

を行い、僻地医療の確保に努めてきたところで

ありますが、過疎化と生活環境の変化に伴い

年々受診者が減少し、赤字運営が続いていたこ

とから民間によります医療確保の道を模索して

おりました。その結果、地元の皆さんの御理解

と嘱託医によります僻地医療体制が整ったこと

から、昨年の12月31日をもちまして診療所を閉
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鎖し、新年からは民間の医療施設として新たな

診療がなされております。 

 委員より、診療所閉鎖に伴い積み立てられて

いた財政調整基金の管理方法についてただした

ところ、理事者より、当該基金は上須戒診療所

の安定した運営を図るために積み立てていたも

ので、近年は赤字経営を補てんするために充当

していたが、残額については大洲市国民健康保

険特別会計の財政調整基金として管理している

との答弁がございました。 

 委員からは、診療所廃止が地域医療の低下に

つながらないよう今後においても適切な支援対

策を講じることを要望したのであります。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げま

す。 

 委員より、保険料の収納状況と要介護認定並

びに介護保険給付費の推移についてただしたと

ころ、理事者より、制度開始当初においては周

知不足により民間の保険と間違われたり、頭か

ら保険の支払いを拒否されることもあったが、

最近では身近な人が利用されるなど制度の理解

が深まった結果、認定者率は徐々に上昇し、収

納率は99％を超える数値で推移している。未納

の理由については、本当に生活が苦しい方もお

られるが、制度の必要性を感じてもらえない方

については、実際に制度を利用する段階になる

と滞納が解消するといった状況となっている。

４市町村においても要介護認定者はこの５年間

で約730人に増加しており、特に要支援、要介

護１といった軽度の認定を受けられた方が大幅

に増加している傾向にある。認定者の増加にあ

わせて保険給付額も大きな増加をしているが、

その背景には制度開始以来老人保健施設や医療

型施設が相次いで整備されたことによる施設サ

ービス利用者の増加や、あわせて在宅における

サービス利用の増加といった要因があり、制度

の大きな曲がり角に来ている状況であるとの答

弁がございました。 

 次に、企業会計のうち大洲市水道事業会計並

びに長浜町水道事業会計について申し上げま

す。 

 理事者より、大洲市の平成16年度の給水状況

については給水戸数、給水人口ともに前年度に

比べて増加しており、給水区域内人口に対する

普及率は95.7％となった。また、年間の総配水

量及び有収水量は前年同月比と比べいずれも増

加しており、有収率については80.4％となった

との報告がありました。 

 一方、長浜町の給水状況については、人口の

減少に伴い給水戸数、人口、総配水量とも前年

度に比べて減少しており、給水区域内人口に対

する普及率は97.5％となった。また、有収率に

ついては夜間流量調整を図るなどの対応をした

ものの、老朽化の漏水等により63.1％となった

との報告がありました。 

 このことに対し委員より、長浜町の水源地、

柴地区に集約されていることと塩水遡上の可能

性並びに有収率の向上対策についてただしたと

ころ、理事者より、水源地は柴地区に集約され

ているが、ほかに適当な場所がなく、地下30メ

ートル以上のところから地下水をくみ上げてい

るので、塩水遡上の可能性はないと判断してい

る。 

 有収率については山間部等を取り込んでお

り、老朽管がかなりあることから有効な対策を

とれない状況であるとの答弁がありました。 

 委員会として、両会計とも水道事業としては

おおむね良好な経営がなされていると認め、今

後とも配水施設の維持管理を万全にされ、安定

した水の供給体制を図られるよう要望いたしま

した。 

 次に、大洲病院事業会計について申し上げま

す。 

 市立大洲病院は、診療報酬の引き下げを初め

医療費の本人負担額の改定と医療保険制度全般

における抜本的な改革が進み、自治体病院の６

割が赤字経営を余儀なくされている中で、健全

経営を維持されるとともに良質で安全な医療を
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提供されておりまして、昨年５月には総務大臣

より自治体立優良病院の表彰を受けられたこと

は高く評価できるものであります。しかしなが

ら、決算時における患者数は外来及び入院とも

前年度を下回っておりまして、その理由として

研修医制度の導入や国立病院の独立行政法人化

の影響により医師の確保が困難となる中、本病

院においても昨年９月から小児科医師が非常勤

となったことに伴う患者数の減少が大きな要因

であるとの説明がありました。 

 このことに対し委員より、小児科医師確保の

見込みについてただしたところ、理事者より、

小児科医師については勤務形態がほかの医師に

比べて非常に厳しいことから医師数が少ないの

が現状であるが、小児科と産婦人科をセットに

して充実した病院に医師を送り込みたいという

愛媛大学の考え方があるので、その流れに乗っ

ていけるよう努力していきたいとの答弁がござ

いました。 

 委員会からは、一日も早く医療体制を整備さ

れ、自治体病院としての使命を果たされるよう

要望したのであります。 

 最後に、総括としまして全体の予算を通じて

委員から多く出された意見を御報告いたしま

す。 

 まず１点目、食糧費並びに交際費の使途につ

いてであります。 

 この問題については、かねてより適正な執行

を図るべく要望もしておりますし、理事者にお

かれましても節度ある対応がなされているとこ

ろですが、新聞やテレビ等の報道においては甚

だ遺憾に感ずるような他市における内容も見受

けられ、市民の目も厳しさを増してきておりま

すので、この適正な執行につきましてもあえて

苦言を呈しておきたいと思います。 

 次に、２点目は委託料についてであります。 

 行政改革の一環として歳出削減を目的にいろ

んな業務が民間委託されておりますが、委託し

たということで改革が終わりではなく、業務内

容の精査を行い職員で対応できるものは直営で

行うなど、費用対効果を常に念頭に置いた事務

の執行を要望するものであります。 

 以上、当委員会の審査の概要について御報告

いたしましたが、理事者におかれましては審査

の過程で出ました指摘、要望事項を真摯に受け

とめられて、新年度予算に反映できますものは

対応していただきますようお願いするものであ

ります。 

 本市も１月11日に新大洲市として船出をいた

しまして早くも半年が経過しようとしておりま

すが、合併をしましても厳しい財政状況に変わ

りはなく、今後とも当面する課題に対し真摯に

向き合い、公平で適正な行財政運営の執行を要

望するとともに、真の豊かさが感じられる市民

生活の実現に向けて一層邁進されますことを期

待いたしまして、決算特別委員会の御報告を終

わります。 

○田中堅太郎議長 以上で委員長の報告は終わ

りました。 

 委員長報告に対する質疑は発言通告がありま

せん。したがって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 発言の通告がありますので、これを許しま

す。 

 まず、梅木加津子議員の発言を許します。 

○51番梅木加津子議員 議長 

○田中堅太郎議長 梅木加津子議員 

〔51番 梅木加津子議員 登壇〕 

○51番梅木加津子議員 それでは、私は第67号

議案大洲市一般会計６月補正予算に対する討論

を行います。 

 初めに、今補正予算で間伐促進強化対策事業

補助金が予算化されること、今後は長浜、肱

川、河辺の運賃を考慮したものになるように期

待したいと思います。 

 シイタケの駒代１個0.7円の補助について

も、シイタケ栽培農家への応援になると考えま

す。また、スクールバスの運行についても、地
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域性な実情を考え考慮した運行が言われまし

た。今後とも、僻地教育の機会均等が守られ、

またどの子も健やかに、伸びやかに成長するこ

とが保障されるよう、関係機関の取り組みを期

待するものです。 

 その一方、保育所定員割れを起こしているよ

うな状況なのに民営化が言われ、検討委員会が

つくられますが、これでは子育てはさらに負担

を強いることになります。子供は未来への宝で

あり、国や行政が責任を持って対応すべきで

す。 

 人権啓発費の人権まちづくり対策基本法制定

を求める中央集会参加補助金336万9,000円は、

１人当たり７万8,000円の43名分の中央集会東

京への旅費全額補助と言われています。人権ま

ちづくり対策基本法については、合併したどの

議会も議決をしてない、決議をしてないと言い

ます。そんな中で、法律制定を求める集会に市

民の税金を出すことは問題があり、さらに各種

団体等の兼ね合いからも整合性が保てないと考

えます。 

 中山間地域総合整備計画の施設間道路も十分

な検討がされるべきであると考え、補正予算に

反対するものです。 

 次に、第82号議案の国保条例改正案について

討論いたします。 

 質疑の中で、河辺地域の負担がふえることが

明らかになりました。住民負担については合併

前に協議、確認すべきなのに、合併後に持ち越

し、しかも持ち込むべき基準の５倍も持って合

併した河辺地域に対する配慮はありません。ち

なみに大洲市が1.39、長浜が1.04、肱川が

2.08、河辺が5.32、平均が1.49という状況でし

た。 

 また、委員会の中で本条例に基づく予算は数

年の見通しではなく、とりあえずことしはこれ

でいくということでした。そうであるなら、合

併後さまざまな福祉サービスが切り捨てられて

いる河辺地域の人々に一気に負担が増すような

税条例改正は検討の余地があったはずです。私

は、合併後間がない今だからこそ、河辺の持ち

込んだ基金で引き上げをしないために対応する

ことが検討されるべきだと考え、本条例案につ

いて反対をいたします。 

○田中堅太郎議長 次に、大野新策議員の発言

を許します。 

○50番大野新策議員 議長 

○田中堅太郎議長 大野新策議員 

〔50番 大野新策議員 登壇〕 

○50番大野新策議員 日本共産党の大野新策で

あります。私は、通告に基づきまして第４回大

洲市議会定例会に提案されております第67号議

案平成17年度一般会計補正予算（第１号）、第

68号議案大洲市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）、第71号議案大洲市介護保険特別会

計補正予算（第１号）及び第82号議案大洲市国

民健康保険税の一部条例改正について反対の討

論を行います。 

 まず、第67号議案は一般会計補正予算264億

7,336万2,000円であります。前年同期比で15億

7,308万円、６％減の予算案となっておりま

す。予算案も政策的なもの、建設業費も含めま

して90％は予算化をしたと。残ったものもある

けれども、大半は予算化した。今後、国の補正

や県の予算の動向を見ていると予算編成の説明

をされたところであります。一般会計予算案を

見ますと、今後国の補助、県の支出金の動向を

見ているとの説明でありますけれども、地方譲

与税は26.6％、地方交付税は6.2％と昨年比で

大幅な伸びを予測した予算化をされておりま

す。 

 今後の補正予算編成は、国の分担金及び負担

金、県の支出金を見ながらと言われますけれど

も、繰入金、市債の発行に今後大きな比重がか

かってくると考えるものであります。不要不急

の事業などの洗い出しを行うことが優先されな

ければならないと思います。政策的な予算の主

な予算は90％予算化したと言われますけれど
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も、いまだ見えてきていないのが現状でありま

す。 

 市長は、山鳥坂ダム建設の推進の立場を改め

て表明をされましたが、私は下流の大洲、長浜

の治水は堤防整備と河川改修、鹿野川ダムの改

造でできると確信をしております。 

 山鳥坂ダム建設について市長とは大きな見解

の相違はありますけれども、治水効果を大幅に

上げるためには河川整備は欠かせない、市長も

認めておられるところでありまして、ことしも

台風の時期を迎えました。計画されている河川

改修と堤防整備が順調に進むことを願うもので

あります。 

 まず、第67号議案中、地域審議会についてで

あります。 

 審議会委員は４市町村で60人、それぞれ15人

で編成され、市政の重要課題を審議すると説明

をされました。委員任期が２年間となれば、地

域においては行政の窓口一本化につながり、ま

すます議会の形骸化につながると懸念をし、反

対をするものであります。 

 次に、阿蔵・高山用地についてであります。 

 私は、３月議会で市長は購入から今日まで開

発公社の理事として放置をしてきた責任者の一

人だと指摘をしてきたところであります。解決

することは、緊急焦眉の課題だと認識をされて

おらないのではないかと３月議会でも指摘をし

たところであります。19億円に膨れ上がった阿

蔵・高山の用地を開発公社から市に買い戻し、

公社経費の削減計画も進められておりますけれ

ども、償還利子1.6％で元金17億2,900万円、利

子１億9,900万円を平成33年に解消するという

計画でありますけれども、旧大洲市がつくった

借金のツケを合併した他の市の町村の住民の皆

さん方がなぜ負わなければならないのか、理解

は得られないと思うのであります。 

 次は、４歳未満の乳幼児医療費の無料化につ

いてであります。 

 乳幼児医療費の無料化は、乳幼児を持つ親の

切実な願いであります。河辺では、合併される

まで４歳未満児の子供の医療費は無料でした。

全国では就学前までの児童の医療費が無料にな

っている自治体が多くあります。大洲市で４歳

未満児の医療費を合併前の河辺に合わせてほし

いという要求は当然の要求であります。 

 ４歳未満児の医療費を無料にするには、

2,050万円あればできるというのは理事者の答

弁でも明らかになりました。県下でも四国中央

市、八幡浜市でも少子化対策として４歳未満児

の医療費を無料にするとしております。大洲市

で少子化対策の一環として医療制度を充実さ

せ、子育て支援の環境が整うならば、親が子供

を産み、育てやすい環境を整えることにつなが

ってまいります。乳幼児の健やかな成長を期待

するためにも、少子化対策の一つとして４歳未

満児の医療無料化は必要であります。 

 財政の持ち出しが大きいので、国に制度の充

実を働きかけたいと答弁をされましたけれど

も、合併の基本はサービスは高い方に、負担は

低い方に合わせるので、合併を認めてほしいと

たびたび住民に説明をしてきたことと現在の方

向は大きな矛盾があります。答弁は私は認める

ことができないのであります。 

 また、今議会には保育所の統廃合、民営化に

ついて検討する保育問題検討委員会の設置案が

出されております。委員15名で構成されますけ

れども、統廃合と民営化を前提に検討する委員

会には私は反対であります。公立保育所として

の役割というのは、少子化問題が進む中で今後

ますます重要になると考えております。安易な

民営化、法人化計画には反対であります。 

 次は、第68号議案国民健康保険特別会計であ

ります。 

 第82号議案国民健康保険税条例の一部改正に

ついての税の改定を受けて予算措置をされるも

のでありまして、これは一対の関係でありま

す。国保税は5,000万円の繰り入れを行い、引

き上げ幅を抑えたと言われております。しか
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し、所得割0.2％、均等割、世帯割がそれぞれ

1,000円引き上げられました。国保加入者の負

担増は間違いありません。基金残高は、繰り入

れを行った後２億9,900万円あるわけでありま

すから、５％を残して約5,000万円を上乗せを

して繰り入れは可能であります。国保は高過ぎ

る。引き下げてほしいという加入者の願いにこ

たえるべきで、引き上げとなる第82号議案及び

第68号議案に反対をするものであります。 

 第71号議案は、介護保険特別会計についてで

あります。 

 介護保険は、18年から統一した保険料に見直

す。現在、第３期介護保険計画の見直しが進め

られておりますが、保険料の均衡をなくし、上

限を決めて負担を減らしていくと。また、情報

提供も行うと答弁をされてきております。しか

し、10月からはホテルコストが導入される予定

であります。年金で生活している施設利用者の

負担は年金だけでは賄えないことが政府の試算

でも明らかにされておりますし、認めることは

できないのであります。 

 以上の理由を申し上げまして、私の反対討論

を終わります。御清聴ありがとうございまし

た。 

○田中堅太郎議長 以上で討論を終結いたしま

す。 

 これより採決を行います。 

 まず、第67号議案平成17年度大洲市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

 この議案を委員長報告のとおり原案可決する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

 次に、第68号議案から第78号議案までの議案

11件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案11件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第79号議案及び第80号議案の議案２件

を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案２件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第81号議案から第83号議案までの議案

３件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案３件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第84号議案から第87号議案までの議案

４件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案４件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第88号議案から第93号議案までの議案

６件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり認定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案６件は認定されました。 

 次に、第94号議案専決処分した事件の報告並

びに承認を求めることについてを採決いたしま

す。 

 この議案を委員長報告のとおり承認すること
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に賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は承認されました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第３、陳情第１

号から陳情第22号までの陳情22件と議員在任特

例検討特別委員会の中間報告についてを一括し

て議題といたします。 

 なお、中間報告については会議規則第45条第

２項の規定により、同委員会より中間報告を行

いたいとの申し出がありますので、これを許可

します。 

 本件について議員在任特例検討特別委員長の

報告を求めます。 

○46番東信利議員 議長 

○田中堅太郎議長 東信利議員 

〔46番 東信利議員 登壇〕 

○東信利議員在任特例検討特別委員長 それで

は、ただいまより議員在任特例検討特別委員会

の御報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月15日、付託を受けまし

た陳情22件につきまして、慎重なる審査を行い

ました。その審査結果につきましては、お手元

に配付されております委員会報告書のとおり、

賛成多数をもって陳情22件についてはいずれも

継続審査と決し、またこの結果に伴い、当委員

会は議員在任特例等につきまして引き続き調査

検討することと決した次第であります。 

 それでは、審査の過程で特に議論されました

主な事項につきまして、その概要を御報告申し

上げます。 

 今回、提出されました陳情書の概要は、いず

れも議員の在任特例は財政改革や行政改革とい

う合併の目的に反しており、多くの市民が反対

をしている。他市のような市民運動は起きては

いないが、議員は民意をよく理解し、早期に自

主解散をするよう求めるというものでありま

す。 

 当委員会では、この提出された陳情書の趣旨

を十分に理解した上で、議員在任特例と合併後

の大洲市のさまざまな課題の状況を勘案しなが

ら慎重に審査を行いました。 

 まず、委員から、議員在任特例を適用した多

くの合併自治体では、市民の運動により早期自

主解散を余儀なくされており、当市においても

市民の間では早期解散を求める声が強くなって

きている状態である。今日まで、この議員在任

特例の問題については当委員会で協議を重ねて

きており、３月の時点では骨格予算であること

から、６月の補正予算を見きわめる必要がある

としていたが、合併に当たり要求されている事

業の中・長期的なもの以外は、この６月補正予

算でおおむね９割方予算化されていることか

ら、６月で自主解散を行うべきと考えている。 

 合併後へ積み残している多くの課題を今後ど

のように解決していくかは、改選後の新しい

30人の議員で進めていくものであり、もし議員

でなくとも地域でその解決に取り組むこともで

きる。今回、提出された一つ一つの陳情書の趣

旨から見て、市民の声を真摯に受けとめるなら

ば当然採択すべきであるとの意見がありまし

た。 

 一方、他の委員からは、議員在任特例につい

ては市民を交えた合併協議会において多くの時

間をかけ協議したものであり、合併後に積み残

されたさまざまな問題を解決するため、合併協

議会で適用を決定した。その経過を尊重すべき

である。 

 また、さきの委員会では６月補正予算を確認

して改めて結論を出すこととしており、６月補

正予算では本年度計上予定のおおむね９割が上

程されているということではあるが、まだ新市

の方向性が十分見えていない。現在、合併して

約６カ月が経過し、いろいろな問題点が現実に

見えてきたという状況にあって、合併後の新し

い大洲市の一体感が果たしてできているのか。

大洲市の発展が、それぞれの地域にバランスよ
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くその方向性が見出せているのかなど、すぐに

は解決できないものもあり、この議員在任特例

の期間中にその解決に努めるのが議員としての

責務である。 

 また、今回提出された陳情書は市民の声とし

て大変重要なものと認識をしているが、市民が

議会の早期自主解散を求める声と現在大洲市議

会が議員在任特例を適用しているさまざまな理

由についてどのような相違があるのかなどを確

認し、精査しながら慎重に継続して審査を進め

ていく必要があるなどの意見が多数の委員から

出されました。 

 このことから、当委員会に付託されました陳

情22件の審査の結論としましては、賛成多数に

より継続審査とすることと決し、今後市民の意

見も精査しながら時期を見て結論を見出すこと

といたしました。 

 また、議員在任特例等につきましては引き続

き継続し、継続審査と決した陳情22件の審査及

び議員在任特例のあり方について、さまざまな

観点から研究を重ねるとともに、執行部とも連

携を図りながら提言を行うことができるよう、

慎重に審査をしていくことと決しました。 

 以上、付託されました陳情22件の審査経過報

告と議員在任特例のあり方について、当委員会

の中間報告といたします。 

○田中堅太郎議長 以上で委員長の報告は終わ

りました。 

 委員長報告に対する質疑は発言通告がありま

せん。したがって質疑を終結いたします。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 陳情第１号から陳情第22号までの陳情22件の

採決は記名投票で行います。 

 議場を閉鎖させます。 

〔議場閉鎖〕 

○田中堅太郎議長 ただいまの出席議員数は、

議長を除き53名であります。 

 投票用紙を配付させます。 

〔投票用紙配付〕 

○田中堅太郎議長 投票用紙の配付漏れはあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 投票用紙の配付漏れはない

ものと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

〔投票箱点検〕 

○田中堅太郎議長 異状ないものと認めます。 

 念のため申し上げます。本件について継続審

査とすることに賛成の議員は白票を、反対の議

員は青票を、氏名記載の上、事務局長の点呼に

応じて順次投票願います。 

〔事務局長点呼・各員投票〕 

○田中堅太郎議長 投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 投票漏れはないものと認め

ます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

○田中堅太郎議長 これより開票を行います。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人

に清水美孝議員、藤川貢議員、二宮淳議員を指

名いたします。 

 立会人は投票箱のところに御参集願います。 

〔開  票〕 

○田中堅太郎議長 投票の結果を報告します。 

 投票総数  53票 

 これは先ほどの出席議員数に符合いたしてお

ります。 

 そのうち 

 賛成  32票 

 反対  21票 

 棄権  ０票 

 以上のとおり賛成が多数であります。したが

って陳情第１号から陳情第22号までの陳情22件

は継続審査とすることに決しました。 
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   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

賛成者（白票）氏名 

  梅木 良照  岩田 忠義  藤川  貢 

  鎌田 圭二  村上 常雄  吉野 青弘 

  上川 勝利  山口 吉浩  東  敦弘 

  宮本 増憲  押田 憲一  山本 雅久 

  田中 五月  山崎  逞  福山  保 

  叶岡 廣志  上満  武  宮本喜一郎 

  長岡 吉男  森川 重生  森  繁夫 

  松本金次郎  垣見 芳彦  清水久二博 

  山下 勝利  本山 清明  沖浦 賢嗣 

  渡邊 弘務  矢間 一義  東  信利 

  岡  孝志  渡邊 久義 

反対者（青票）氏名 

  清水 美孝  二宮  淳  中野 寛之 

  有友 正本  桝田 和美  二宮 秀一 

  水本  保  下岡 節久  後藤 武薫 

  向井 敏憲  中野 忠重  菊地 宣之 

  吉岡  猛  田淵 保男  神井惠一郎 

  久保 幸信  岡 昇平  小泉 紘文 

  大野 新策  梅木加津子  中野 茂明 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 しばらく休憩をいたしま

す。 

午後３時02分 休 憩 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後３時20分 再 開 

○田中堅太郎議長 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第４、第95号議

案大洲市報酬及び費用弁償等支給条例の一部改

正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、追加提案として御

審議をお願いいたしております第95号議案大洲

市報酬及び費用弁償等支給条例の一部改正につ

いてを御説明申し上げます。 

 本案は、同条例別表第１に規定しております

本市農業委員会委員の報酬額につきまして、か

ねて審議中でありました、大洲市特別職報酬等

審議会からの答申を、さる24日にいただきまし

たので、その結果に基づき報酬額の改定にかか

ります条例の一部を改正しようとするものであ

ります。 

 その改正の内容につきましては、旧大洲市、

旧長浜町、旧肱川町及び旧河辺村の選出委員並

びに農業委員会等に関する法律により選任され

た委員の報酬額を統一し、旧大洲市委員に適用

されておりました年額25万9,900円しようとす

るものであります。 

 なお、本条例の施行日は新しい委員の任期が

始まります本年７月20日からでございます。 

 以上が議案の概要でございます。何とぞよろ

しく御審議の上、適切な御議決を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

 なお、議員各位の報酬額の改定につきまして

は、さきの大洲市特別職報酬等審議会の答申に

より、現行報酬額を基本とする総額を超えない

こと、合併の日から６月末日までの間は遡及し

ないこと、改選後の報酬額は同規模の自治体と

比べて均衡のとれる額とすること、以上改定に

当たっての３つの基本的な考え方が示され、特

に報酬等審議会永井会長からは、市民の目線に

立ち、民意を体していただきたいとのコメント

をいただいておりますので、答申内容を尊重の

上、今後さらに検討を重ねまして、次の議会に

は提案をいたしたいと考えております。 

 長きにわたり御心労をおかけいたしました報

酬審議会委員の皆様方には、この場をかりまし

て厚く厚く御礼申し上げますとともに、議員各

位には答申内容と今後の措置につきまして、御

理解を何とぞ賜りますよう重ねてお願いを申し

上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○田中堅太郎議長 以上で説明は終わりまし
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た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 第95号議案大洲市報酬及び費用弁償等支給条

例の一部改正についてを採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第５、第96号議

案人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、第96号議案人権擁

護委員の推薦につき意見を求めることについて

を御説明申し上げます。 

 本案は、旧河辺村の推薦により法務大臣から

委嘱されておりました玉井隆委員の任期が本年

９月30日をもって満了となりますので、後任の

委員を推薦するに当たり議会の意見をお願いす

るものであります。 

 任期満了となります玉井委員は、旧河辺村か

ら引き続くこと３期９年間にわたり人権の擁護

と人権思想の普及、高揚に御尽力いただきまし

た。ここに改めて感謝と御礼を申し上げる次第

でございます。 

 今回、新たに推薦いたした委員は、お手元の

議案書に記載のとおり、谷本京子氏でありま

す。谷本氏は、市内平野町にお住まいでござい

まして、昭和45年３月愛媛大学教育学部を御卒

業になり、同年４月市立喜多小学校教諭として

奉職されました。以来、蔵川小学校、平小学

校、田処小学校等々、平成14年３月に御退職に

なるまで32年間にわたり児童の教育一筋に情熱

を傾けてこられた方でございます。御退職後

は、初任者指導講師として小学校に２年間お勤

めになり、現在は現役時代にはなし得なかった

趣味を中心とした日々を過ごされております。 

 以上のように人格は申し上げるまでもなく、

子供の人権にかかわる高い識見を有され、広く

社会の実情にも通じておられますので、本市の

人権擁護委員として適任であると確信し、ここ

に御提案申し上げたのであります。 

 以上が本案の概要でございます。何とぞ満場

一致をもって御同意賜りますようお願いを申し

上げまして、提案理由の説明といたします。ど

うぞよろしくお願いをいたします。 

○田中堅太郎議長 以上で説明は終わりまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 第96号議案人権擁護委員の推薦につき意見を
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求めることについてを採決いたします。 

 この議案に同意することに賛成の議員の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は同意することに決しま

した。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第６、農業委員

会委員の推薦についてを議題といたします。 

 本件につきましては、農業委員会委員の任期

が７月19日をもって満了となるため、次期委員

の推薦依頼が市長より提出されたことによるも

ので、農業委員会等に関する法律第12条第２号

の規定により、議会推薦の農業委員の推薦を行

うものであります。 

 お諮りいたします。 

 農業委員会等に関する法律第12条第２号の規

定に基づく議会推薦の農業委員は４名とし、矢

野惠子さん、石岡一惠さん、渡邊重孝さん、山

本章さんを推薦することに賛成の議員の起立を

求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がって議会推薦の農業委員は４名とし、矢野惠

子、石岡一惠さん、渡邊重孝さん、山本章さん

を推薦することに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第７、議第11号

議案道路特定財源の確保等に関する意見書の提

出についてを議題といたします。 

 この際、事務局長に議案を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長〔議第11号議案朗読〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、提案理由の説明を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、提

案理由の説明を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会への付託を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 議第11号議案道路特定財源の確保等に関する

意見書の提出についてを採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第８、議第12号

議案地方自治法第180条第１項の規定による市

長専決処分指定事項の一部改正についてを議題

といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、提案理由の説明を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、提

案理由の説明を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 
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 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会への付託を省略することに決定いたしまし

た。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 議第12号議案地方自治法第180条第１項の規

定による市長専決処分指定事項の一部改正につ

いてを採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第９、議第13号

議案大洲市議会解散に関する決議についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○47番久保幸信議員 議長 

○田中堅太郎議長 久保幸信議員 

〔47番 久保幸信議員 登壇〕 

○47番久保幸信議員 議第13号議案大洲市議会

解散に関する決議について、提案理由の説明を

申し上げます。 

 議会は住民の代表により構成され、基本的な

団体意思の決定を行う役割を担うとともに、住

民の真の代表として住民から直接施策に対する

批判や意見、要望などを聞き取ることで議会の

政策提言機能、監視機能を向上させ、いろいろ

な利害を調整することが重要であります。 

 また、議員は住民に対して議会の活動や当該

団体の施策に関する情報の提供を行いながら、

一般住民との垣根を低くし、一般住民から見て

遠い存在であってはならず、さらに議員の議会

における議論や活動そのものの質を高めなが

ら、常に住民とのつながりを保つ努力を継続す

ることも求められています。しかしながら、大

洲市議会の現状は県下最多の56人の議員で構成

されており、議員在任特例を適用した大洲市議

会に対し、合併当初から住民の間では議会に対

する不満の声が上がり、その声は日を追うごと

に大きくなるばかりか、議会と住民の間に深い

溝が生じ、住民意思と甚だしく温度差があるこ

とを実感しているものであります。 

（「そのとおり」と呼ぶ者あり） 

 さらに、議員在任特例検討特別委員会では市

民から提出されておりました大洲市議会の自主

解散を求める陳情書外21件の審査において、そ

の声には耳を貸さず、合併協議会の申し合わせ

を盾にして継続審査とすることとし、議会解散

を先送りすることが決議されたようでありま

す。 

 御案内のとおり、今６月定例会における補正

予算で今年度事業のおおむね95％が提出され、

先ほど原案のとおり可決されたところであり、

今になっては議員在任特例期間を正当化する理

由もなくなったと言わざるを得ません。したが

いましてこうした当市議会に対する不信感等を

早急に払拭するためにも、また今後の大洲市の

さらなる発展のためにも、現在沸き上がってい

る市民の声を真摯に受けとめ、住民のための議

会、住民の真の代表者という原点に立ち返り、

地方公共団体の議会の解散に関する特例法にの

っとり、本日をもって大洲市議会を解散する必

要があると判断し、当決議案を提出するもので

あります。何とぞ議員各位におかれましては、

御賛同いただきますよう心からお願いを申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○田中堅太郎議長 以上で説明は終わりまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第37条第２項

の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、委

員会付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論を行います。 

 発言の通告がありますので、これを許しま

す。 

 まず、梅木加津子議員の発言を許します。 

○51番梅木加津子議員 議長 

○田中堅太郎議長 梅木加津子議員 

〔51番 梅木加津子議員 登壇〕 

○51番梅木加津子議員 それでは、自主解散決

議に賛成する立場で討論を行います。 

 私は、旧河辺で合併するなら村民の合意と納

得のもとに行い、その後は即選挙すべきの立場

をとりました。ところが、強引に合併は進めら

れました。そして、在任特例が適用されまし

た。在任特例は、合併前の法定協議を通じて決

められたもので、議会の承認もされたもので

す。合併が強引に進められ、事前の十分な協議

も住民の説明もない中で進められただけに、在

任期間はそれぞれの旧議会議員が住民の代表と

して歴史や地域性や独自性を理解し合い、市政

に反映するためにも役立っていると思います。

今、議会に提案されている自主解散の提案理由

は、議員の定数が多いということで理由になっ

ています。本提案理由とは、この観点から私の

考えとは相入れないものです。 

 一方、介護保険料や国保税など住民負担に関

することは先送りしないで合併前に十分協議し

て行うべきと言うと、10カ月間の在任期間があ

るからそこで協議できると合併が進められまし

た。10カ月の在任期間は、法定協議会の合併協

議で決められ、根拠は３月に当初予算、６月に

補正予算、９月には決算で区切りがつくという

ものでした。ところが、６月議会を終えるきょ

う、河辺にとっては基準の５倍もの基金を持ち

込んだにもかかわらず、大幅な国保税の加税率

引き上げが、統一した基準にするということだ

けで、在任期間に十分に協議するという中身と

はほど遠いものでした。 

 ９月に決算があるということでしたが、６月

に打ち切り決算が行われました。９月議会終了

までの根拠は薄くなりました。また、多くの議

員さんが議会終了後辞職されるなどと言われて

います。こうした中、議会は成り立たないので

はないかと考え、結論として６月自主解散に賛

同します。 

○田中堅太郎議長 次に、中野寛之議員の発言

を許します。 

○７番中野寛之議員 議長 

○田中堅太郎議長 中野寛之議員 

〔７番 中野寛之議員 登壇〕 

○７番中野寛之議員 無所属の中野寛之です。

先ほど、提案理由説明のありました大洲市議会

の解散に関します決議に対しまして、賛成討論

を行います。 

 この市議会の解散問題、さきの３月定例会で

は６月議会の議案提出後に再度協議するとして

先送りをされております。先送りの主な理由と

いたしましては、３月議会では骨格予算しか提

案されておらず、今年度予算の方向性を見きわ

める必要があるというものでありまして、これ

は理事者への責任転嫁ともとれる先送り理由で

ありました。 

 この議会の態度に刺激されたのでしょうか。

この６月定例会では、本年度事業の約９割が予

算化されるという異例の補正予算案が提案され

まして、先ほど慎重審議の上、賛成多数で可決

を見ております。これ以上、大洲市議会の解散

を先延ばしにすることに、もはや大義名分はご

ざいません。 

 とはいえ、報酬問題に関しては理事者にも責

任があります。報酬等審議会が結論を出せない

以上、理事者が責任を持って議案を提出する必
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要があるはずです。それを合併後半年を過ぎて

もなお議案の提出も行っていない現状は、大森

市長のリーダーシップにも問題があると、この

ように言わざるを得ません。 

 この６月定例会には、市内22の団体より市議

会の早期解散を求める陳情が提出されるなど、

市議会に対します市民の視線、これはますます

厳しくなっております。この期に及んでもなお

この解散問題を先延ばしにすることは、議会に

対する市民の皆さんの信頼を失墜させ、市政の

停滞につながる重大な事態を招くことになりま

す。 

 私といたしましても、従来より早期解散を訴

え、さまざまな活動を行ってきました以上、も

しこの６月議会をもってしても議会が自主解散

はできないと、そのような結論を出したとき、

私なりのけじめ、責任、これをとる考えでござ

います。既に辞表も提出もしております。仮に

この解散決議案がこの後否決されまして、旧大

洲市議会議員を中心に大量の辞職者が出たとす

れば、大洲市民の目にこの議会はどのように映

るのでしょう。旧大洲市民の、旧郡部に対しま

す視線は当然厳しくなりまして、住民間のあつ

れきを生むことは必然であります。これではい

つまでたっても新大洲市としての一体感など生

まれません。本当に新大洲市としての発展、合

併してよかったと感じるまちづくりのためを考

えたときに、この解散問題に対して我々議員が

どう決断をすべきなのか、それはおのずと明ら

かになるはずです。 

 また、この６月解散に反対しております議員

の方の多く、この方々はさきの市長選挙、大森

市長を応援していたはずです。大森市長の第１

の公約とは何だったのでしょうか。言うまでも

ございません。財政再建です。６月解散を否決

するということは、大森市長に公約違反をさせ

ることでありまして、住民間のあつれきととも

に結局は大森市長の市政運営を妨害することに

なるんです。 

 辞職することは無責任であるとの批判もござ

いました。この議場の中には、しかし新大洲市

としての市議会議員として選挙の洗礼を受けた

議員などは一人もございません。これだけ市民

の批判が高まっている現状に目を背け、いたず

らに議員のいすにこだわり続ける態度こそ市民

に対する市政責任の放棄であります。 

 ３月議会もそうでございましたが、今回も反

対討論は一人もございません。解散に反対する

のなら反対する立場でこの議会で堂々発言すれ

ばいいのです。討論も行わずにただ多数決で決

めるようなやり方、これは議会軽視も甚だしい

やり方だと感じております。 

 また、辞職が無責任だと申されるのならば、

この６月議会での一部議員の行動はどうだった

んでしょう。新市の予算執行の状況を見きわめ

る必要があるから６月の解散は時期尚早である

と、そのように言いながら、企画財政委員会を

無断欠席した議員の方もおられました。また、

決算特別委員会においても大事な用事があると

途中退席する議員も多数おられました。議員に

とりまして、議会より大事な用事とは一体何な

んでしょうか。 

 きわめつけは、先ほど議会運営委員会でも取

り上げられた日高照友議員、海外旅行のための

本日本会議欠席であります。合併前の旧大洲市

では、幾ら何でもこのようなことはございませ

んでした。新市の方向が見えないから解散しな

いと言われておりますが、海外旅行に行ってり

ゃ見えるわけありません。これら一部議員の行

動は議会軽視も甚だしく、市民に対する冒涜、

背信行為でありまして、大洲市議会議員を名乗

る資格はございません。本来辞職すべきなのは

我々ではなく、このような方々こそ真っ先に辞

職すべきなのです。 

 以上をもちまして私の賛成討論を終わらせて

いただきます。３年間大変お世話になりまし

た。 

○田中堅太郎議長 以上で討論を終結いたしま

－144－ 



す。 

 これより採決を行います。 

 議第13号議案大洲市議会解散に関する決議に

ついては記名投票で行います。 

 議場を閉鎖させます。 

〔議場閉鎖〕 

○田中堅太郎議長 ただいまの出席議員数は

54名であります。 

 投票用紙を配付させます。 

〔投票用紙配付〕 

○田中堅太郎議長 投票用紙の配付漏れはあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 投票用紙の配付漏れはない

ものと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

〔投票箱点検〕 

○田中堅太郎議長 異状ないものと認めます。 

 議事の都合により、会議時間をしばらく延長

いたします。 

 念のため申し上げます。本件について賛成の

議員は白票を、反対の議員は青票を、氏名記載

の上、事務局長の点呼に応じて順次投票願いま

す。 

〔事務局長点呼・各員投票〕 

○田中堅太郎議長 投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 投票漏れはないものと認め

ます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

○田中堅太郎議長 これより開票を行います。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人

に清水美孝議員、藤川貢議員、二宮淳議員を指

名いたします。 

 立会人は投票箱のところに御参集願います。 

〔開  票〕 

○田中堅太郎議長 本件の議決については、地

方公共団体の議会の解散に関する特例法第２条

第２項の規定により、議員数の４分の３以上の

者が出席し、その５分の４以上の者の同意を必

要とします。 

 ただいまの出席議員数は54人であります。議

員数の４分の３以上です。また、出席議員の５

分の４は44人であります。 

 投票の結果を報告します。 

 投票総数  54票 

 これは先ほどの出席議員数に符合いたしてお

ります。 

 そのうち 

 賛成  23票 

 反対  30票 

 無効  １票 

 以上のとおり、賛成は５分の４に達しませ

ん。したがって議第13号議案大洲市議会解散に

関する決議については否決されました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

賛成者（白票）氏名 

  清水 美孝  藤川  貢  二宮  淳 

  中野 寛之  有友 正本  桝田 和美 

  二宮 秀一  水本  保  下岡 節久 

  後藤 武薫  山崎  逞  向井 敏憲 

  中野 忠重  菊地 宣之  吉岡  猛 

  田淵 保男  神井惠一郎  久保 幸信 

  岡 昇平  小泉 紘文  大野 新策 

  梅木加津子  中野 茂明 

反対者（青票）氏名 

  梅木 良照  岩田 忠義  鎌田 圭二 

  古野 青弘  上川 勝利  山口 吉浩 

  東  敦弘  宮本 増憲  押田 憲一 

  山本 雅久  田中 五月  福山  保 

  叶岡 廣志  上満  武  宮本喜一郎 

  長岡 吉男  森川 重生  森  繁夫 

  松本金次郎  垣見 芳彦  清水久二博 

  山下 勝利  本山 清明  沖浦 賢嗣 

  渡邊 弘務  矢間 一義  東  信利 

  岡  孝志  渡邊 久義  田中堅太郎 
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   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 本日、二宮淳議員、中野寛

之議員、有友正本議員、水本保議員、下岡節久

議員、後藤武薫議員、向井敏憲議員、窪田亀一

議員、菊地宣之議員、吉岡猛議員、田淵保男議

員、久保幸信議員、岡昇平議員、小泉紘文議

員、中野茂明議員の辞職願が提出されておりま

す。 

 お諮りいたします。 

 二宮淳議員の辞職についてを本日の日程に追

加し、議題としたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、二

宮淳議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 二宮淳議員の辞職について

を議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔６番 二宮淳議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員二宮淳。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 二宮淳議員の辞職についてを許可することと

したいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの二宮淳議員の辞職についてを許可する

ことに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔６番 二宮淳議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 中野寛之議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、中

野寛之議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 中野寛之議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔７番 中野寛之議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員中野寛之。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 中野寛之議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの中野寛之議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

 お諮りいたします。 

 有友正本議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、有

友正本議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○田中堅太郎議長 有友正本議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔８番 有友正本議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員有友正本。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 有友正本議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの有友正本議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔８番 有友正本議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 水本保議員の辞職についてを本日の日程に追

加し、議題としたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、水

本保議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 水本保議員の辞職について

を議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔17番 水本保議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員水本保。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 水本保議員の辞職についてを許可することと

したいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの水本保議員の辞職についてを許可する

ことに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔17番 水本保議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 下岡節久議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、下

岡節久議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 下岡節久議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔18番 下岡節久議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員下岡節久。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 下岡節久議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの下岡節久議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔18番 下岡節久議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 後藤武薫議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、後

藤武薫議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 後藤武薫議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔20番 後藤武薫議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員後藤武薫。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 後藤武薫議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの後藤武薫議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔20番 後藤武薫議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 向井敏憲議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、向

井敏憲議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 向井敏憲議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔27番 向井敏憲議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員向井敏憲。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 向井敏憲議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの向井敏憲議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔27番 向井敏憲議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 窪田亀一議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、窪

田亀一議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 窪田亀一議員の辞職につい
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てを議題といたします。 

 この際、事務局長に辞職願を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員窪田亀一。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 窪田亀一議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの窪田亀一議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 菊地宣之議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、菊

地宣之議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 菊地宣之議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔35番 菊地宣之議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員菊地宣之。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 菊地宣之議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの菊地宣之議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔35番 菊地宣之議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 吉岡猛議員の辞職についてを本日の日程に追

加し、議題としたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、吉

岡猛議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 吉岡猛議員の辞職について

を議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔37番 吉岡猛議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員吉岡猛。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 吉岡猛議員の辞職についてを許可することと

したいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの吉岡猛議員の辞職についてを許可する

ことに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔37番 吉岡猛議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 
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 田淵保男議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、田

淵保男議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 田淵保男議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔39番 田淵保男議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員田淵保男。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 田淵保男議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの田淵保男議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔39番 田淵保男議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 久保幸信議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、久

保幸信議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 久保幸信議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔47番 久保幸信議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員久保幸信。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 久保幸信議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの久保幸信議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔47番 久保幸信議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 岡昇平議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、

岡昇平議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 岡昇平議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔48番 岡昇平議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身
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上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員岡昇平。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 岡昇平議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの岡昇平議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔48番 岡昇平議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 小泉紘文議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、小

泉紘文議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 小泉紘文議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔49番 小泉紘文議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員小泉紘文。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 小泉紘文議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの小泉紘文議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔49番 小泉紘文議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 中野茂明議員の辞職についてを本日の日程に

追加し、議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、中

野茂明議員の辞職についてを本日の日程に追加

し、議題とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 中野茂明議員の辞職につい

てを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、当該議員

の退席を求めます。 

〔56番 中野茂明議員 退席〕 

○田中堅太郎議長 この際、事務局長に辞職願

を朗読させます。 

○西山隆夫事務局長 辞職願。このたび、一身

上の都合により平成17年６月30日付をもって議

員を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。平成17年６月29日、大洲市議会議長田中堅

太郎様。大洲市議会議員中野茂明。 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 中野茂明議員の辞職についてを許可すること

としたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、た

だいまの中野茂明議員の辞職についてを許可す

ることに決定いたしました。 

 当該議員の入場を許します。 

〔56番 中野茂明議員 入場〕 

○田中堅太郎議長 お諮りいたします。 

 有友正本議員外10名より提出のありました議
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第14号議案議員在任特例検討特別委員会の委員

定数変更ついてを本日の日程に追加し、議題と

いたします。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、議

第14号議案議員在任特例検討特別委員会の委員

定数変更についてを本日の日程に追加し、議題

とすることに決定いたしました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 議第14号議案議員在任特例

検討特別委員会の委員定数変更についてを議題

といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、提案理由の説明、質

疑、委員会付託及び討論を省略したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、提

案理由の説明、質疑、討論、委員会付託を省略

することと決定いたしました。 

 これより採決を行います。 

 議第14号議案議員在任特例検討特別委員会の

委員定数変更についてを採決いたします。 

 この議案を原案のとおり可決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○田中堅太郎議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

 以上で本日の日程を終了いたしましたので、

会議を閉じます。 

 市長より閉会のあいさつがあります。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 閉会に当たりまして、一言ご

あいさつを申し上げます。 

 今定例市議会は、６月７日招集以来本日まで

23日間の長きにわたり慎重かつ精力的に御審議

を賜り、平成17年度補正予算案を初めとする重

要諸案件、また人事案件につきまして、いずれ

も適切な御議決をいただきました。ここに改め

て厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 御議決賜りました案件はもとより、審議の過

程でお寄せいただきました貴重な御提言や御意

見は、これらを十分踏まえながら今後の市政運

営に最善の努力を尽くしてまいる所存でござい

ます。 

 今定例会におきましては、私なりのカラーを

出せたとは申しましても、御案内のとおり潤沢

な財源が確保されているわけでもない現況にお

きましては、それらの内容は議員各位、そして

市民の皆様方に十分に御満足いただけていると

は思っておりません。現下の厳しい荒波の中を

いかにかじを取り乗り越えていくか、それが私

の負うべき使命でありますが、思い描く夢とは

離れた現実を前にして、私自身若干歯がゆい思

いをいたしているところであります。 

 楽は苦の種、苦は楽の種ということわざがあ

りますように、現実にめげることなく、今は楽

の種まきに専念し、そう遠くない将来には眼前

に青い空と青い海が広がることを念じながら、

今後の市政運営に邁進してまいりたいと思って

おります。 

 さて、過日は四国アイランドリーグの石毛宏

典代表取締役とお会いする機会を得ることがで

きました。御承知のように、四国アイランドリ

ーグはプロ野球選手を目指す若者に夢を追い続

ける場所の提供を目的に設立されたものでござ

います。野球王国と言われる四国の地におい

て、松山、高知、徳島、高松の４チームによる

年間90回の試合と野球教室の開催や大学、社会

人野球との交流事業などが予定されておりま

す。今後におきましては、同リーグと当地域と

の野球を通じた交流を推進し、それをもって地

域活性化の一つにつながる施策を展開してまい

りたい所存でございますので、議員各位の御支

援、御協力を心よりお願いを申し上げる次第で
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ございます。 

 また、昨日来四国中央市や西条市におきまし

ては、職員採用をゼロにするとの新聞報道がな

されておりますが、当市におきましても組織の

スリム化を進める上から病院関係職員を除き一

般事務、技術職及び保育士等の採用を本年度は

見送ることといたしておりますので、ここで改

めて御報告を申し上げておきます。 

 新卒者等受験を考えておられた皆様にとりま

しては残念な結果でありましょうし、私といた

しましても大変申しわけない気がするのであり

ますが、今後におきましては定員適正化計画を

策定しました上で、来年度以降少しずつでも採

用してまいりたいと考えておりますので、御理

解を賜りたく存じております。 

 ところで、６月11日に梅雨入りいたしました

当地方は、梅雨とは名ばかりの少雨の中、いま

だ田植えもままならない状態のところがあると

聞き及んでおります。このまま渇水期を迎える

ことになるのか、平成７年のような悪夢が再来

するのか、自然界に起きる異変はなかなか予測

がつきません。このようなときにこそ、市にお

ける防災体制の整備、充実並びに市職員の防災

意識を高めることはもとより、市民各位におか

れましても十分な対策、備えをしていただき、

自然災害の被害を最小限にとどめることができ

ますように心から念願するものでございます。 

 また、先ほどは15名の議員の皆様方が今月末

のあすをもって辞職されることとなりました。

今期をもって地方自治の第一線から身を引かれ

る皆様には、今日までの渾身の御尽力に対し改

めまして深甚なる敬意と感謝の意を表する次第

でございます。御自愛のほどをお祈り申し上げ

ますとともに、今後におきましても御在任中と

変わることのない御指導、御鞭撻を賜りますよ

う、伏してお願いを申し上げます。 

 さらに、新市における初の市議会議員選挙に

立候補を決意される皆様に対しましては、お一

人お一人の御健闘を祈念いたしますとともに、

当選の暁にはその大いなる情熱を本市発展のた

めに注がれますことを御期待申し上げる次第で

ございます。 

 結びに、日増しに暑さ厳しき折柄、議員各位

におかれましてはますます御自愛の上、引き続

き市勢発展に御尽力いただきますよう重ねてお

願い申し上げまして、閉会に当たってのごあい

さつとさせていただきます。本当に長い間あり

がとうございました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 これをもちまして平成17年

大洲市議会第４回定例会を閉会いたします。 

午後４時37分 閉 会 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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